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今月の主な内容

４月14日、まだ所々に雪が残る釜ヶ台地区で

水芭蕉が花を咲かせていました。

釜ヶ台小中学校にほど近い湿地に花開いた水芭

蕉の周りには、下校途中の子どもたちが集合。よ

うやく訪れた春を満喫していました。
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ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

６
４
７
人
が
回
答

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

町
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
子
育
て

に
関
す
る
生
活
の
実
態
や
意
見
、
要
望

を
把
握
す
る
た
め
、
０
歳
か
ら
小
学
３

年
生
ま
で
の
児
童
の
保
護
者
を
対
象
に
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
地
域
●
町
内
全
域

調
査
時
期
●
平
成
15
年
10
月

--------------------------------

保
育
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
８
割

が
保
育
園
と
幼
稚
園

平
日
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
実
際
に
利

用
し
て
い
る
の
は
全
体
の
７
割
の
世
帯

で
、
保
育
園
と
幼
稚
園
の
利
用
が
そ
の

う
ち
の
８
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

希
望
と
利
用
の
状
況
は
ほ
ぼ
一
致
し

て
い
ま
す
が
、
幼
稚
園
が
終
了
す
る
時

間
以
降
は
、
親
族
や
知
人
が
子
ど
も
を

見
る
割
合
が
増
え
ま
す
。

全
体
的
に
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る

利
用
者
の
満
足
度
は
高
い
よ
う
で
す
が
、

「
行
事
」
や
「
保
護
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
」
に
や
や
不
満
を
感
じ
て

い
る
保
護
者
が
多
い
よ
う
で
す
。

--------------------------------

「
子
ど
も
を
家
族
･
親
族
以
外
に

預
け
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
」

半
数
以
上
の
保
護
者
が
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
を
希
望
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
８

割
近
く
が
月
１
回
〜
２
回
程
度
、
日
帰

り
旅
行
や
会
食
な
ど
で
気
分
転
換
を
図

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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移動移動おもちゃライブラリー（昨年昨年7月） 移動おもちゃライブラリー（昨年7月） 

83％53％

次世代育成支援●ニーズ調査の結果から

少
子
化
が
急
激
に
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
傾
向
が
続
く
と
、
子
ど
も
た
ち
の
自

主
性
や
社
会
性
が
育
ち
に
く
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
現
役
世
代
の
負
担
増
や
社
会

の
活
力
低
下
な
ど
、
社
会
全
体
に
与
え
る
影
響
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
中
で
、
家
庭
で
の
子
育
て
を
基
本
に
、
行
政
・
企
業
・
地
域
社
会
が

そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
も
っ
て
進
め
る
「
子
育
て
支
援
」
の
方
向
性
を
示
し
た
の
が
、

今
年
三
月
に
策
定
さ
れ
た
「
仁
賀
保
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」
で
す
。

配布数 654 367

回収数 392 255

回収率 59.9％ 69.5％

種別
就学前
児童のいる
全世帯

小学校
１～３年生
児童のいる
全世帯

●
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

就
学
前
児
童
編

--------------------------------

子
ど
も
の
身
の
回
り
の
世
話
を

主
に
し
て
い
る
の
は
「
母
親
」

同
居
家
族
の
人
数
が
「
４
人
か
ら
７

人
」
と
い
う
世
帯
が
７
割
を
占
め
る
中
、

子
ど
も
の
身
の
回
り
の
世
話
を
主
に
し

て
い
る
の
は
、「
母
親
」（
84
％
）
で
、

次
い
で
「
祖
父
母
」（
12
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

--------------------------------

平
日
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
希

望
す
る
理
由
は
「
就
労
」

約
半
数
の
世
帯
が
平
日
の
保
育
サ
ー

ビ
ス
を
希
望
、
う
ち
８
割
が
「
週
５
日

〜
６
日
の
利
用
」
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

理
由
は
「
現
在
就
労
し
て
い
る
」

（
70
％
）
が
最
も
多
く
、「
就
労
予
定
」

（
７
％
）、「
そ
の
う
ち
就
労
し
た
い
」

（
10
％
）
を
加
え
る
と
９
割
近
く
を
占

め
ま
す
。

86％ 84％



--------------------------------

「
子
育
て
に
不
安
感
や
負
担
感
な

ど
を
感
じ
る
」

「
非
常
に
感
じ
る
」
（
８
％
）
と
、

「
何
と
な
く
感
じ
る
」（
40
％
）
の
両
者

で
５
割
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

--------------------------------

「
子
ど
も
を
叱し

か

り
す
ぎ
る
よ
う
な

気
が
す
る
」

子
育
て
に
つ
い
て
日
常
悩
ん
で
い
る

こ
と
や
気
に
な
る
こ
と
。
他
に
は
、「
病

気
や
発
育
・
発
達
」（
32
％
）、「
食
事

や
栄
養
」（
32
％
）
な
ど
。

--------------------------------

「
自
分
の
自
由
な
時
間
が
持
て
な

い
」

保
護
者
が
感
じ
て
い
る
自
分
自
身
の

悩
み
。
他
に
は
、「
子
育
て
に
出
費
が

か
さ
む
」（
33
％
）、「
身
体
の
疲
れ
」

（
17
％
）
な
ど
。--------------------------------

「
子
ど
も
と
接
す
る
時
間
が
少
な

い
」

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
で
大
変
に
感

じ
て
い
る
こ
と
。
他
に
は
、「
急
な
残

業
」（
31
％
）、「
緊
急
時
に
子
ど
も
を

見
る
人
が
い
な
い
」（
23
％
）
な
ど
。

--------------------------------

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
の
相
談

相
手
は
「
配
偶
者
」

他
に
は
「
親
・
兄
弟
姉
妹
」（
70
％
）、

「
隣
近
所
の
知
人
・
友
人
」（
59
％
）
な

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
の
入

手
先
は
、「
隣
近
所
の
知
人
・
友
人
」

（
59
％
）、「
親
・
兄
弟
姉
妹
」（
65
％
）、

「
保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
校
」（
53
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

--------------------------------

「
機
会
が
あ
れ
ば
サ
ー
ク
ル
な
ど

自
主
活
動
に
参
加
し
た
い
」

自
主
活
動
に
参
加
し
て
い
る
方
は
わ

ず
か
（
５
％
）
で
す
が
、「
機
会
が
あ

れ
ば
参
加
し
た
い
」
と
い
う
方
は
４
割

お
り
、
参
加
意
向
は
強
い
よ
う
で
す
。

行
政
に
望
む
活
動
支
援
は
「
活
動
場

所
の
提
供
」（
64
％
）、「
情
報
発
信
や

Ｐ
Ｒ
等
」（
28
％
）
な
ど
。

--------------------------------

「
雨
の
日
に
遊
べ
る
場
所
が
な
い
」

家
の
近
く
の
遊
び
場
に
つ
い
て
感
じ

て
い
る
こ
と
。
他
に
は
、「
遊
具
が
充

実
し
て
い
な
い
」（
33
％
）、「
近
く
に

遊
び
場
が
な
い
」（
23
％
）、「
同
世
代

の
子
ど
も
が
い
な
い
」（
15
％
）
な
ど
。

--------------------------------

「
ト
イ
レ
が
オ
ム
ツ
替
え
や
親
子

で
の
利
用
に
不
便
」

子
ど
も
と
外
出
す
る
際
に
困
る
こ
と
。

他
に
「
小
さ
な
子
ど
も
と
の
食
事
に
配

慮
さ
れ
た
場
所
が
な
い
」（
39
％
）
な

ど
。

--------------------------------

「
保
育
所
や
幼
稚
園
の
費
用
負
担

を
軽
減
し
て
ほ
し
い
」

町
に
期
待
す
る
子
育
て
支
援
は
、「
保

育
所
や
幼
稚
園
の
費
用
軽
減
」（
70
％
）、

「
子
連
れ
で
も
出
か
け
や
す
く
楽
し
め

る
場
所
」（
70
％
）、「
医
療
機
関
の
整

備
」（
48
％
）
な
ど
。
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48％36％33％

73％

40％58％39％70％

36％

次世代育成支援●ニーズ調査の結果から

人口と世帯数の推移
（国勢調査。平成17年のみ3月末現在住民基本台帳より）

出生数の推移

少
子
化
と
核
家
族
化

わ
が
町
で
は
総
人
口
の
減
少
と
と
も

に
少
子
化
の
傾
向
が
顕
著
で
す
。
平
成

７
年
度
に
136
人
だ
っ
た
新
生
児
の
出
生

数
が
、
平
成
16
年
度
に
は
99
人
に
ま
で

減
少
し
、
平
成
７
年
を
境
に
老
年
人
口

（
65
歳
以
上
）
が
年
少
人
口
（
14
歳
以

下
）
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

一
家
あ
た
り
の
世
帯
構
成
人
員
数
は

３
・
３
９
人
と
、
全
国
平
均
や
県
平
均

に
比
べ
や
や
多
い
も
の
の
、
世
帯
数
が

年
々
増
加
し
て
お
り
、
核
家
族
化
の
進

行
が
明
ら
か
で
す
。

こ
う
し
た
総
人
口
の
減
少
や
少
子
高

齢
化
・
核
家
族
化
の
傾
向
は
、
今
後
ま

す
ま
す
進
む
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。



--------------------------------

同
居
し
て
い
る
家
族
は
「
４
人

〜
７
人
」

就
学
前
に
比
べ
兄
弟
姉
妹
の
同
居
が

増
え
る
よ
う
で
す
。
普
段
子
ど
も
の
身

の
回
り
の
世
話
を
主
に
し
て
い
る
の
は
、

「
母
親
」（
88
％
）
で
、
次
い
で
「
祖
父

母
」（
11
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

--------------------------------

「
平
日
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を

利
用
し
た
い
」

平
日
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用

を
希
望
し
て
い
る
の
は
19
人
（
７
％
）

で
す
が
、
実
際
に
利
用
し
て
い
る
の
は

８
人
（
３
％
）
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
利
用

を
希
望
し
て
い
る
方
の
ほ
と
ん
ど
が
、

「
就
労
」
を
そ
の
理
由
と
し
て
い
ま
す
。

--------------------------------

よ
く
利
用
す
る
公
共
施
設
は

「
公
園
」

子
ど
も
た
ち
が
よ
く
利
用
す
る
公
共

施
設
は
、「
公
園
」（
68
％
）、「
図
書
館
」

（
29
％
）「
体
育
施
設
」（
27
％
）
な
ど
。

--------------------------------

「
地
域
活
動
や
グ
ル
ー
プ
活
動
に

参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
」

「
今
後
参
加
さ
せ
た
い
」（
25
％
）

の
方
々
を
含
め
、
具
体
的
に
参
加
さ
せ

た
い
と
考
え
て
い
る
の
は
、「
ス
ポ
ー

ツ
活
動
」（
52
％
）、「
子
ど
も
会
な
ど

青
少
年
団
体
活
動
」（
40
％
）、「
キ
ャ

ン
プ
等
の
野
外
活
動
」（
34
％
）
な
ど
。

--------------------------------

「
雨
の
日
に
遊
べ
る
場
所
が
な
い
」

雨
天
時
の
遊
び
場
の
不
足
を
感
じ
て

い
る
方
が
、
就
学
前
に
比
べ
て
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
他
に
「
遊
具
が
充
実
し

て
い
な
い
」（
32
％
）、「
近
く
に
遊
び

場
が
な
い
」（
20
％
）、「
遊
び
場
周
辺

の
道
路
が
危
険
」（
18
％
）
な
ど
。

--------------------------------

「
お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
利

用
し
て
い
る
」

主
な
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
認
知

度
や
利
用
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

¡
「
お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

認
知
度
（
91
％
）
利
用
状
況
（
53
％
）

¡
「
保
育
園
・
幼
稚
園
の
園
庭
開
放
」

認
知
度
（
80
％
）
利
用
状
況
（
33
％
）

¡
「
親
子
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室
」

認
知
度
（
51
％
）
利
用
状
況
（
12
％
）

--------------------------------

「
子
育
て
に
不
安
感
や
負
担
感
な

ど
を
感
じ
て
い
る
」

「
非
常
に
感
じ
る
」
（
10
％
）
と
、

「
何
と
な
く
感
じ
る
」（
42
％
）
の
両
者

で
５
割
以
上
を
占
め
、
就
学
前
よ
り
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

悩
み
や
気
に
な
る
こ
と
と
し
て
は
、

「
子
ど
も
の
教
育
」（
37
％
）、「
友
達
付

き
合
い
」（
31
％
）
が
就
学
前
に
比
べ

て
上
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

--------------------------------

「
子
育
て
で
出
費
が
か
さ
む
」

保
護
者
が
感
じ
て
い
る
自
分
自
身
に

つ
い
て
の
悩
み
。
他
に
「
自
由
な
時
間

が
持
て
な
い
」（
20
％
）「
身
体
の
疲
れ
」

（
17
％
）
な
ど
。

「
子
ど
も
と
接
す
る
時
間
が
少
な

い
」

仕
事
と
子
育
て
を
両
立
さ
せ
る
う
え

で
大
変
だ
と
感
じ
て
い
る
こ
と
。

他
に
「
急
な
残
業
」（
25
％
）、「
緊

急
時
に
子
ど
も
を
見
る
人
が
い
な
い
」

（
20
％
）
な
ど
。--------------------------------

子
育
て
の
情
報
は
「
隣
近
所
の

知
人
・
友
人
」
か
ら

子
育
て
の
悩
み
の
相
談
相
手
は
「
配

偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
」
（
78
％
）
が
、

ま
た
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
の
入
手

先
は
「
隣
近
所
の
知
人
・
友
人
」（
75
％
）

が
、
そ
れ
ぞ
れ
就
学
前
に
比
べ
て
割
合

が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

--------------------------------

「
子
育
て
に
関
す
る
サ
ー
ク
ル
な

ど
自
主
活
動
に
参
加
し
て
い
る
」

自
主
活
動
に
参
加
し
て
い
る
保
護
者

は
わ
ず
か
２
％
で
、「
機
会
が
あ
れ
ば

参
加
し
た
い
」（
29
％
）
を
含
め
て
も

３
割
程
度
と
、
参
加
意
識
は
低
い
よ
う

で
す
。

--------------------------------

「
子
連
れ
で
出
か
け
や
す
く
楽
し

め
る
場
所
を
増
や
し
て
」

町
に
期
待
す
る
子
育
て
支
援
は
、

「
親
子
で
楽
し
め
る
場
所
を
増
や
し
て

ほ
し
い
」（
33
％
）、「
医
療
機
関
の
整

備
」（
26
％
）、「
保
育
所
や
幼
稚
園
の

費
用
軽
減
」（
26
％
）
な
ど
が
上
位
を
占

め
て
い
ま
す
。
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次世代育成支援●ニーズ調査の結果から

88％

53％

33％33％ 78％2％

52％33％

68％52％75％

7％ ●
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

小
学
校
児
童
編

（
１
年
〜
３
年
生
）



地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

◆
通
常
保
育
（
認
可
３
保
育
所
）

◆
延
長
保
育
（
実
施
３
施
設
）

◆
休
日
保
育
（
実
施
予
定
な
し
／
今
後

検
討
）

◆
学
童
保
育
（
小
学
１
〜
３
年
生
対
象

／
仁
賀
保
幼
稚
園
内
「
夢
ハ
ウ
ス
」）

◆
乳
幼
児
健
康
支
援
一
時
預
か
り
事
業

（
実
施
予
定
な
し
／
今
後
検
討
）

◆
一
時
保
育
（
に
か
ほ
・
つ
ぼ
み
・
小

出
の
各
保
育
園
）

◆
仁
賀
保
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

保
育
園
・
幼
稚
園
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
の
連
携
に
よ
る
情
報
誌
の
発
行
や

育
児
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

◆
乳
児
保
育（
つ
ぼ
み
・
小
出
保
育
園
）

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動（
町
内
３
団
体
）

◆
子
ど
も
会
・
少
年
会
・
ス
ポ
少
等
の

活
動
支
援

◆
お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
社
会
福

祉
協
議
会
／
月
３
回
）

◆
子
育
て
サ
ー
ク
ル
（
仁
賀
保
幼
稚
園

内
「
わ
い
わ
い
く
ら
ぶ
」）

母
性
や
乳
幼
児
の
健
康
確
保
・
増
進

◆
妊
婦
健
診
（
各
医
療
機
関
）

◆
乳
幼
児
健
診
（
ス
マ
イ
ル
）

◆
移
動
親
子
歯
科
健
康
教
育
（「
移
動

お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」と
併
催
）

◆
親
子
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室
（
社
会
福

祉
協
議
会
／
年
３
回
）

心
身
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
の
教

育
環
境
・
生
活
環
境
の
整
備

◆
保
育
所
地
域
活
動
事
業
（
に
か
ほ
・

小
出
保
育
園
）

地
域
福
祉
活
動
を
行
う
た
め
に
、
世

代
間
交
流
、
異
年
齢
児
交
流
、
育
児

講
座
な
ど
の
特
別
保
育
科
目
を
実
施

◆
児
童
遊
園
地
の
整
備
費
を
補
助

集
落
に
よ
る
用
地
や
遊
具
等
の
取
得

費
、
公
衆
便
所
や
防
護
柵
の
建
設
費

を
町
が
一
部
補
助

子
ど
も
の
安
全
確
保
と
細
か
な
ケ
ア

◆
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
補
助
事
業

購
入
費
の
半
額
（
限
度
額
１
万
５
千

円
）
を
町
が
助
成

◆
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」（
通
学

路
周
辺
／
町
内
82
か
所
）

◆
児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
今

後
、
設
置
予
定
）

◆
障
害
児
保
育
事
業
（
に
か
ほ
・
小
出

保
育
園
）
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仁賀保町次世代育成支援行動計画
お問合せは…役場民生課民生係（w番窓口）#23036

主
な
子
育
て
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
す

子どもたちは絵本を読み聞かせてもらった
り、お話をしてもらったりすることが大好き
です。自分で読めるようになってからもです。
何度聞いたお話でもです。
それは、子どもたちに身近な父母や祖父母、

保育士、先生たちのあたたかい肉声にどっぷ
り抱かれる心地よさ、安心感があるからでは
ないでしょうか。それまで泣いてぐずってい
た子も、お話が始まると自然に泣き止んで、
知らず知らずのうちにお話の世界に引き込ま
れている姿を何度も見てきました。
生命が母のおなかに宿ったときから父母の

肉声で語りかけ、生まれて言葉を覚えお話で
きるようになってからも、読み聞かせてほし
いものです。
女性も社会に出て働くようになったことで、

それまでずっと「子育ては母親の仕事」のよ
うに思われていたことが、「子育ては父母が
協力して行うものだ」という基本に戻ってき
ていることは喜ばしいことです。子どもは、
父母のもとに生まれてきたのですから、当然
のことと言えます。そしてそれを地域社会・
行政・企業が支えていくことで次世代を担う
子どもたちが健全に育つのです。
忙しい時こそ、子どもを抱きしめ、肉声で

絵本を読み聞かせたり、お話したりするひと
ときをできるだけ設けてほしいと願います。

肉声での子育てを
－子どもたちはお話が大好き－

仁賀保町次世代育成支援行動計画策定地域協議会委員長

新 田 協 子さん（小出小学校長）



任
期
満
了
に
伴
う
秋
田
県
知
事
選
挙

が
四
月
十
七
日
に
行
わ
れ
、
即
日
開
票

の
結
果
、
現
職
の
寺
田
城
典
氏
が
三
選

を
果
た
し
ま
し
た
。

当
町
の
投
票
率
は
、
前
回
（
平
成
十

三
年
）
を
一
六
・
○
四
ポ
イ
ン
ト
下
回

る
六
四
・
○
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

仁
賀
保
運
動
公
園
整
備
事
業
に
つ
い

て
、
今
年
度
予
定
さ
れ
て
い
る
サ
ッ
カ

工
事
委
託
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

議
案
第
40
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

議
案
第
37
〜
39
号

市
町
村
合
併
に
伴
う
秋
田
県
土
地
開

発
公
社
定
款
の
一
部
改
正
と
、
平
成
十

六
年
度
仁
賀
保
町
一
般
会
計
及
び
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
の
予
算
補
正
に
つ

い
て
、
専
決
処
分
し
た
こ
と
を
報
告
し

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

四
月
十
九
日
、「
第
三
回
仁
賀
保
町

議
会
臨
時
会
」
を
招
集
、
五
議
案
が
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
八
千
五
百
万
円
を
追
加
し
、
補
正

後
の
予
算
総
額
は
四
十
九
億
三
千
八
百

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

三
町
合
併
に
向
け
た
電
算
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
関
連
し
て
、
歳
入
で
は
特
別

地
方
消
費
税
と
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

を
増
額
し
た
ほ
か
、
合
併
推
進
事
業
債

を
新
た
に
追
加
、
歳
出
に
お
い
て
も
三

町
分
の
シ
ス
テ
ム
導
入
費
総
額
二
億
五

千
五
百
万
円
の
う
ち
、
当
町
の
負
担
分

八
千
五
百
万
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

ー
場
建
設
工
事
の
施
工
管
理
・
検
査
等

の
業
務
を
委
託
す
る
も
の
で
す
。
協
定

金
額
は
一
億
三
千
六
百
万
円
、
協
定
の

相
手
方
は
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機

構
東
日
本
支
社
長
中
川
忠
で
す
。

四
月
八
日
付
の
官
報（
４
０
７
０
号
）

に
お
い
て
、
仁
賀
保
町
、
金
浦
町
、
象

潟
町
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を
も
っ
て

「
に
か
ほ
市
」
を
設
置
す
る
と
い
う

「
市
町
の
廃
置
分
合
」
が
総
務
大
臣
か

ら
告
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
告
示
に
よ
り
、
三
町
合
併
に
か

か
わ
る
法
的
手
続
き
が
す
べ
て
完
了
、

十
月
一
日
の
「
に
か
ほ
市
」
誕
生
が
正

式
決
定
し
ま
し
た
。
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開票事務開票事務の様子様子 開票事務の様子 

谷口賢一郎（無所属・新） 462票

寺田　典城（無所属・現） 3,250票

佐々木良一（日本共産党・新） 305票

佐藤正一郎（無所属・新） 1,946票

●候補者別得票数

【仁賀保町開票結果】

投　　票　　所 投票者数

第１投票所（勤労青少年ホーム） 562

第２投票所（むらすぎ荘） 321

第３投票所（三森分館） 409

第４投票所（鈴分館） 518

第５投票所（室沢分館） 639

第６投票所（琴浦分館） 498

第７投票所（両前寺分館） 186

第８投票所（院内分館） 369

第９投票所（馬場分館） 276

第10投票所（杉山分館） 235

第11投票所（釜ケ台はんの木） 207

第12投票所（百目木分館） 286

第13投票所（小出けやき） 294

第14投票所（畑分館） 247

期日前投票所（むらすぎ荘） 982

計 6,029

●投票所別投票者数

有 権 者 数 9,408人 【9,513人】

投 票 者 数 6,029人 【7,622人】

有　効　票 5,963票 【7,528人】

無　効　票 66票 【94票】

投　票　率 64.08％ 【80.12％】

●投票結果 【 】内は前回（平成13年）の数値

平
成
十
七
年
度
仁
賀
保
町
一
般
会
計

予
算
補
正
に
つ
い
て

議
案
第
41
号


